
1. は じ め に

江戸時代初期（17世紀後半から 18世紀前半）
において一大流派をなした清水流測量術は，樋口
権右衛門から何代かにわたって伝えられた技術内
容を，清水太右衛門貞徳（1647年頃生か？―享保
二年（西暦 1717年）没）が再興し，その弟子達
に伝えられたものであるといわれる1–3)．清水太右
衛門貞徳が実際の測量に関与したのは，貞享三・
四年（1686–87年）に実施された津軽藩領の絵図
作製である 4),5)．即ち弘前藩日記によると，清水
太右衛門貞徳は天和二年（1682年）四月二日に弘
前藩に招聘され，同年五月には金澤勘右衛門も招
聘された．二人は貞享三・四年に津軽領内の測量

と絵図の作製に中心的役割を果たした．その後清
水は元禄元年（1688年）に弘前藩を辞し，江戸で
測量術の教授を行った4)．（但し弘前藩在任中の貞
享二年から元禄元年までは清水九郎兵衛を名乗っ
ている4)．）清水太右衛門貞徳が元禄元年以後没し
た享保二年頃までに教授し伝授した測量技術や関
連する算術の内容は，弟子達によって伝授された
印可巻や写本類から，大約としてその内容が幕末
まで伝授されていたことが明らかになっている 1)．
しかし清水太右衛門貞徳自身がどのような印可
巻や直筆本を残したか，従って彼は技術的内容を
どこまで確立したか，後代の弟子達が開発した技
術的内容はどこか，といった点は，それほど明ら
かになっているわけではない．
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1990年代の初め頃，清水太右衛門藤原貞徳の自
筆と考えられる元禄四年（辛未）印可巻（1691

年）6)及び元禄六年（癸酉）印可巻（1693年）7）が
古文書として市場から入手された．これらには清
水太右衛門藤原貞徳の名前と，花押・落款もあ
り，貴重である．これらは独立に見出されたが，
花押・筆跡は同一人物と考えられる．また，これ
らは今まで知られている清水流測量術関連文書の
中で最古のものである．
以下にこれら印可巻及び既に知られた資料を比
較し，清水太右衛門貞徳が津軽での測量という経
験の後，江戸で測量術の教授をはじめてから他界
するまでの期間（元禄元年から享保二年）に，彼
がいかなる測量術の体系を自分で書き残したかを
検討する．これから清水太右衛門貞徳存命中の清
水流測量術がどのようなものであったかを明らか
にする．

2. 清水太右衛門貞徳の直筆について

清水太右衛門貞徳の花押のある資料が，東北大
学附属図書館に2点所蔵されている．折帖の「清
水貞徳規矩元法図解原本伝書」（林文庫 2570）8)

（元禄十二年（1699年）に書かれた）と，和綴本
の「図法三部集原本」（林文庫2620）9)（元禄十三
年（1700年）に書かれた）である．これらの筆跡
や花押は，元禄四年印可巻と元禄六年印可巻と酷
似している．この4点について我々は同一人物が
書いたものと考える．すなわち清水太右衛門貞徳
の直筆であると思われる（図1参照）．但し「清水
貞徳規矩元法図解原本伝書」（林文庫2570）の花
押は一見したところ異なる部分がある（図1の（3）
参照）．東北大学附属図書館のご好意により，実
物を拝見し吟味したところ，この文書は礬砂紙を
折帖にして書かれており，またこの花押のある部
分即ち「仲冬良日　貞徳（花押）」の左側の部分
は繋ぎ合わされていることが判明した．その繋ぎ
の結果，花押に相異部分が生じたと考えている．
さらにこの「清水貞徳規矩元法図解原本伝書」に
は，他の図解目録には書かれている「一，直之縄
張」の項目名と説明文が，「一，陰之目的」の項
目名と説明文の一部が欠損している 8)．欠損部分
を貼り合わせる等，後代の手が入っていることは
明かである．なお元禄十二年の「清水貞徳規矩元
法図解原本伝書」と元禄十三年の「図法三部集原
本」（林文庫2620）の落款は同じものであり，篆

書体の「貞徳」と隷書体の「清水氏」が押されて
いる．一方元禄四年印可巻や元禄六年印可巻に
は，それぞれ花押の上から印が押されているが，
判読が困難である．
以上から，清水太右衛門貞徳の直筆は4点確認
されたことになる．今回発見された「元禄四年印
可巻」と「元禄六年印可巻」，及び東北大学附属図
書館所蔵の「清水太右衛門貞徳規矩元法図解原本
伝書」（林文庫2570）と「図法三部集原本」（林文
庫2620）である．次に，今回発見の「元禄四年印
可巻」と「元禄六年印可巻」について検討する．

3. 元禄四年印可巻

元禄四年印可は巻物である．（図2参照．）礬砂
紙に書かれている．この巻物冒頭部分には欠損が
あるが，以下のように書かれている．（□の部分
は欠損部分を示す．）

□□□□町見之一術古昔起漢土世々為秘傳深
厚其理尖而業明直也故熟者少焉大哉智者為徳不舛
而考普天理不歩而求率土法見術以比之発則満于眺
望之地巻之□□□山海遠近指處高下及眼力所立量
所謂千里如従一歩始数也易也其理一老兵家之専用
何捨之哉願後世明士尋傳得之為工夫琢□□□□

この冒頭部分を伝えていると考えられる写本と
して，「規矩元法仁義禮智信（印可条｛規矩元法5

冊｝）」10)，「規矩元法町見繪目録」11)，「清水流規矩
術町間 春夏上下秋冬」12)，「規矩元法町見一術」13)，
「規矩元法目録図解」14)，「清水流規矩術傳書随
毛」15)がある．それらの文章には少しずつ差があ
るが，推定すると，冒頭部分は規矩元法町見一術
……であり，中程の部分は……眺望之地巻之掌不
足山海遠近……，最後の部分は……為工夫琢磨之
勤矣といった下線部の文字が欠損したものと考え
られる．また元禄四年印可巻の中で字体が判然と
しない「舛」の字は「弁」12)，14)，15)と，「老」の字
は「尤」10)，11)，14)さらには「最」12)，15)と変更されて
いる．
内容として，町見術が中国より伝来し，軍事面
で重視されて秘密裏に兵家に伝えられてきたこと
が読みとれる．この中にオランダ伝来を意味する
言葉はない．数学や易学を重視している．兵家の
専用ではなく，この町見術を世に広めたいという
意図がみえる．
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続いて，「繪目録」として32箇条の説明がある．
内容は以下の通りである．なお技術的内容の詳細
については，「量地指南」16)や「江戸時代の測量
術」17)に説明がある．
繪目録
（1）空眼之事
目測によるだいたいの長さの把握．

（2）分数之事
縮尺のことで，1/30程度が用いられた．

（3）度量之事
測量を行う場所の良悪を知ることをいう．最後

の部分に，「右三術ヲ意ニ求メテ而術ヲ可用也」
とある．空眼，分数，度量を理解して規矩術を用
いるべきと書かれている．
（4）見込様之事（見込，見通，二目返，□□）
この欠損部分（□）は「見返」であろう．肉眼
をもって目当ての印を見定めるには，近すぎては
いけない．
（5）平町之事（向上下，左右上下，直路）
直角三角形を見盤（図盤）上に形成して，目的
までの距離を求める方法．
（6）筋違左右進退之事
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図1．清水太右衛門貞徳の花押．（1）元禄四年印可巻 6)，（2）元禄六年印可巻 7)，（3）清水貞徳規矩元
法図解原本伝書（元禄十二年）8)，（4）図法三部集原本（元禄十三年）9)．



直角三角形を形成することが困難な場合，任意
の角度に移動しても相似三角形は形成できるので，
比例計算により目的までの距離を求めることがで
きる方法を示す．
（7）前後進退之事
目的に対して前に進む或いは後にさがることに
より，目的までの距離を求める方法である．
（8）不動而知遠之事
前後進退のできないときに，板上に相似直角三
角形を作って，目的までの距離を求める方法．そ
れほど大きくない距離に有効．平町や筋違が利用
できない場合，小さい距離をつないで大きな距離
を求めることができ，有益な方法である．
（9）（隔）泥河退事
泥河（「ヌマカワ」と訓が打ってある．）を横

切った目的間の長さを求める方法．求める長さ
（泥河を横切った長さ）以外に基準となる長さ
（求める長さの直角方向の長さ）を平町之事で求
めるものである．
（10）極中不中事
左右に開いて遠さを測れば差がないはずで，こ
れにより測定の良し悪しが分かる．
（11）寸尺用捨之事
寸尺の長さは矩により差がある．板上の厘毛の
差は，求める長さに大きな差を与える．また長さ
は分寸の集まったものであり，寸尺を用いるとき

はこの差が存在することを念頭においておくべき
である．用捨とは用いるでもなく，捨てるでもな
いということである．
（12）算法用捨之事
町見術において，算法は念頭においておくべき
である．
（13）三四五之矩之事
真矩の根元であり，釣（つり）3寸，股（はた
ばり）4寸のとき，弦（げん）は5寸である．（な
お，ここでは「釣」が使われているが，本来は鈎
である．）
紙を折って真矩を作り，釣を 3，股を 4ととれ
ば，弦は正確に5となる．
半径5寸の円内に6寸，8寸の角（現在の円の弦
のこと）をとれば，三四五寸の尾首（三角形）が
8個できる．
（14）直極様之事
水平をとる方法．用器に盛った水面．板に直角
を書いておけば，一方の辺を鉛直にしたとき（糸
を垂らす），他辺は水平である．
（15）知山之高事
山の頂上までの直線距離が分かっているとき，
その高さを求める方法．
（16）知谷之深事
谷底までの直線距離が分かっているとき，その
谷の深さを求める方法．
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図2．元禄四年印可巻（清水太右衛門貞徳）6)の冒頭部分（上）と末尾部分（下）．



（17）地形之知高下事
見渡せる時は，棹をたて，板か規矩元器を用い
て水平をとって見込めば，高下が分かる．箱棹を
用いても良い．
一郡一国或いは日本全体の高下を知りたいとき
は，高く見えるものを目当てにして，高さを求め
ていけばよい．
（18）望之間指事
ある場所から必要な距離だけ離れた所に杭を打
つ方法．基本は平町之事と同じ．
（19）間棹打様之事
間棹の作り方．

（20）坐而地取之事
中心位置を決めたときに，その外側で円形，角
形等に正確に縄張りをする方法．
（21）直之縄張様之事
ある場所から遠山の頂上まで一文字で行く道筋
を，竿3本を用いて求める方法．
（22）知前面之広事
向かいにあるものの幅を知る方法．中心から向
かいの2点までの距離を測り，また中心と向かい
の 2点のなす三角形の相似形を板面上に作って，
向かいの2点の距離を求める．
（23）磁石振様之事
磁石は針先の鋭いものがよい．誤差も大きいの
で注意が必要．磁石は水平に保つ必要がある．方
向を十二支で決めるが，逆回りに名前をつけると
便利なこともある．
（24）以磁石見事
国図等を求めるときは，距離と方角を測定して

（規矩元器を用いて），分度之矩で作図する．
（25）陰之目的之事
現在地と目的地（目的物）の距離と方角を実測
した後，板面上に縮図を書く．その板上で現在地
と目的地（目的物）の方向を定める．物陰から鉄
砲を撃つ時等に有効．
（26）夜見様之事
闇夜で測るときは，目当てに火を用いればよい．
また手元は火縄や線香で照らせばよい．
（27）城之図仕様之事
城の内外を回って距離と方角を知れば縮図が書
ける．敵城の近くに寄れないときは，遠くを回っ
て隅々を見込み，距離と方角を記していけば，縮
図を書くことができる．
（28）国之図仕様之事
村，郡，国，日本と大きさごとに異なり，縮尺

により真行草と言われる．
（29）遠里積事
遠距離で直接見通せないような場合は，見通せ
る範囲の測定を重ねて縮図を作り，最後に見通せ
る場所で測定したものを合わせて縮図を作る．こ
の縮図上で目的物までの距離が分かる．
（30）北極之事
北極星（北辰）の高さを，器（クワドラント即
ち象限儀の一方の辺を長くしたようなもの．量天
尺ともいわれた．）を用いて数千里離れた場所で
測定するもの．
（31）船路積事
陸地の1里2里を種として船の速度（1里行，2

里行）を求めておく．時計（定香，線香，漏刻）
を用いて1里についてどれだけ時計が変化するか
を決めておけば，船の走行距離を求めることがで
きる．
（32）道具之事
根発 鉄製．約4–5寸．
板と定木 板は長さ 1尺，幅 7寸，厚さ 4分程

度．定木は長さ1尺4寸程度，厚さ2

分半，幅 1寸．角を鋭くすること．
糸は麻で，6寸ごとに印をつける．

規矩元器 樫の木で作る．長さは 2尺 3寸，太
さは1寸2分，足の高さは2尺4寸程
度．小丸磁石をつける．

分度之矩 真鍮．直径1尺の円周を12等分した
その一つを差金（曲尺）につけたよ
うな構造．

小丸 真鍮．大きさ2寸5分，一周を12に
分割，その 1つをさらに 10に分割．
中心に磁石を入れる．

なお，「船中之度数」については図面のみで説
明はなく，口伝となっている．
以上で，「箇條一通之終」である．この後に，

右一軸者規矩元法町見一術之秘書箇條傳授之趣也
古傳草書卅四條蓋不満者補之不足者増之繁者除之
其糺順逆其理術記并繪圖詳而名繪目録以之真之為
免書雖門第多授此書者希矣貴殿深志越他人修練亦
年久殊予伴而國圖勤之有大功依之任懇望自揮筆之
為免許而授畢即神文令返進之者也自今以後于他於
有相傳之者堅以神文其撰 實而可傳之可免許 有
之者年重功積而後古傳之草書可授之全不可於此書
擴者也仍免許一巻如件
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と書かれている．古伝に34條あったものについて
過不足を補ったと書かれ，これらをまとめて32條
にしたようである．なお古伝が何を意味するか不
明である．そしてこの印可巻の最後には，

元禄四辛未年　　　清水太右衛門藤原
初夏吉辰　　　　　貞徳（花押・落款）

町田弥太夫殿

と書かれている．「元禄四年印可巻」は清水太右
衛門貞徳から町田弥太夫に伝授したものである．
以上の「元禄四年印可巻」の箇條（1）から

（32）は，文章の表現は変化するが，内容的には
ほぼこのままの形で，以後清水流として伝えられ
ていった．現段階では，この「元禄四年印可巻」
が清水流最古の絵目録である．
この印可巻の「道具之事」に，規矩元器及び分
度之矩が図とともに示されている．後代まで伝
わった規矩元器や分度之矩の図が，文献上出てく
るのはこれが初出である．言い換えれば，規矩元
器や分度之矩といった，清水流測定術の根幹を為
す測量道具が，元禄四年には完成されていたこと
を示している．今まであまり議論されてこなかっ
たが，重要な点である．
清水太右衛門貞徳が元禄四年印可巻を与えた町
田弥太夫なる人物については，誰であるか不明で
あるが，弘前藩日記の元禄五壬申年二月三日に，

覚
御村一同　葛西佐右エ門　　大組　町田弥太夫
大組　　　奈良惣助　　　　諸手　渋谷甚佐エ門
諸手　　　長内半右エ門　　同　　成田三右エ門
御警固　　古川仁衛　　　　同　　伊藤弥衛
都合八人外浜檜改役申付候委細勤様之沢本〆方
ニ而申渡候間右之人数武田源左エ門へ来候様申付
之旨宮館嘉右エ門へ申渡候尤右之段本〆方へも申
遣之

という記述があり，この中に，「大組　町田弥太

夫」の名前が見える18)．もしこの元禄四年印可巻

の伝授先の町田弥太夫が弘前藩の町田弥太夫と同
一人物であれば，弘前藩において清水太右衛門貞
徳（或いは金澤勘右衛門）から測量術を習い，清
水（や金澤勘右衛門）と一緒に測量に従事してい
たと推測される．この元禄四年印可巻の最後に，
「貴殿深志越他人修練亦年久殊予伴而國圖勤之有

大功依之任懇望自揮筆之為免許而授畢」と書かれ
ており，この部分からも，元禄四年印可巻が津軽
での国図作製に寄与した人に与えられたものであ
ることが推測できる．
「元禄四年印可巻」はその執筆時期（元禄四
年），伝授先（弘前藩士）を考慮すると，清水太
右衛門貞徳の免許の初めであった可能性が高い．
「元禄四年印可巻」の 32箇條の条目は，「繪目
録」，「條目」，或いは「本伝」という名前で清水
以後江戸時代を通じて，ほぼそのままの形で伝え
られた．以後に出版された清水流測量術の刊本や
いくつかの写本で知られた内容も同じである．但
し条目の説明内容は，後述するように（「清水貞
徳規矩元法図解原本伝書」8)を参照），すでに清水
生存中から変化し，以後執筆者により少しずつ変
化している．
以下に注目点を掲げる．
①全ての箇條は，道具を含めて，測定方法につい
ての説明である．この繪目録が清水流測定術の基
本である．
②「規矩元法」という言葉が使われている．（最
後の部分「右一軸者規矩元法町見一術之秘書箇條
傳授之趣也……」を参照．）清水太右衛門貞徳は
元禄四年以前から「規矩元法」という言葉を使用
していた．
③「規矩元器」の図が「道具之事」の中に書かれ
ている．これが初出の図である．これを用いた測
定については箇條の中（直極様之事，地形之知高
下事，磁石振様之事，以磁石見事，夜見様之事，
城之図仕様之事）に書かれている．
④「分度之矩」の図も初めて書かれている．（ま
た城之図仕様之事，遠里積事，船路積事も参照．）
⑤直角三角形（鈎股玄）だけでなく，一般の三角
形の相似の概念が前提になっている．（筋違左右
進退之事，前後進退之事，知前面之廣事など）
三角形の相似は当時直角三角形についてのみ知ら
れており（真矩），直角三角形でない一般の三角
形の相似の概念は知られていなかったという報告
がある19)．しかし元禄四年印可巻には「前後進退
之事」という一箇条があり，これは直角三角形に
限らず一般の三角形の相似が成り立つことが前提
になっている．古来の中国からの書物には一般の
（非直角）三角形の相似は書かれていなくても，経
験的に一般の三角形の相似の概念を知っていたと
考えられる．九章算術や海島算経で用いられる重
差術では，見かけ上直角三角形の相似が前提に
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なっていることは確かであるが，一般の（非直角）
三角形の相似の概念も前提として含まれている．
因みに三平方の定理を用いて計算により必要な長
さを求めるには，直角三角形でないと駄目なので，
直角三角形が重視されたと考えられる．清水流測
量術以外でも，「廻り検地」19),20)として知られた検
地或いは軍事的に重要な絵図の作製方法では，直
角三角形のみならず一般の三角形の相似の概念
が，意識的にせよ無意識的にせよ使われているこ
とは明かである．
⑥清水以後の規矩術の伝本には「泥河」と「沼
河」が混在するが，この「元禄四年印可巻」では
「泥河」と書いて「ヌマカワ」と訓を振っている
（箇條「隔泥河退事」を参照）．
⑦小丸の目盛は，周を12（十二支に割り振ること
が前提）に割り，その一つを10に割っている．即
ち円周を120等分している．（なお文献 (22) も参
照．）

4. 元禄六年印可巻

元禄六年印可の巻物であり，礬砂紙に書かれて
いる（図3参照）．冒頭部分は欠損が激しく，読み
取れるのは，

・ ……
始□……

記之雖然□……
且於他流器物□……
疑心記之者也蓋道……
用器物云然則本（舊）……

である．この部分に何が書かれていたのか，推定
できる資料があまりない．唯一関連していると思
われるのは，「規矩元法別伝目録秘八目録図
解」21)である．この資料の34頁に，「道具之事」と
いう条目があり，

於此記ス道具全非曰秘事予規矩一術再興之
始其無益器除之為専用物撰之而加意味悉箇條解
之者也蓋廣知善悪則意之廣大也
且於他流器物之異名雖聞為令無
疑心記之旧法曰道具其意所流通之
用器物云然者本旧器可発徳益者也

と書かれている．下線部が「元禄六年印可巻」と
共通と考えられる部分であり，大要としてこのよ
うな文章が書かれていたと推定される．
次に，「元禄六年印可巻」には以下の道具類の図
があるが，説明はついていない．

方円器，火尅，意順之矩，チキリノ矩，矢倉

これらは旧器五品とされ（或いは矢倉の代わりに
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杖尅をいれる場合もある．），清水流では使わない
が，門人が器の名前を聞いたときに分かるように
掲げたという説明がある．また意順之矩は北條家
で「随心ノ矩」というものであると説明されてい
る10)．これらは，清水太右衛門貞徳が北條氏長の系
統の測量術に関心を持っていたことを示している．
続いて

（1）根發之働　付　分度角形之事
根発の働きは大変大きく，書くのが難しい．
正三角形を根発で書く．
正四角形を根発で書く．
正六角形は正三角形を6つ合わせる．
正八角形は正四角形を重ねる．
三四六八角形は，直角から作図できるので，方

（四角）から発すると言える．
五七九十角形は，円の周囲を五七九十等分し
て，円から求めることができるが，正確には無理．
（因みに，正五角形については，ギリシャ時代に
作図法が知られているが，日本には伝わっていな
いと考えられる．）
円周は六等分できる．これから三四五七九十等
分を得ると速い．
一辺を決めて，直角を用いて作図することもで
きる．
（2）現差用捨之事
見込，見通，二目返の際，測る長さに応じて精
度は変えるべきである．
（3）板切事
板上に，測定の際現れる比例の形（相似三角
形）が作られていると，測りたい部分の長さを根
発（デバイダー）で容易に求めることができる．
（4）泥河真矩筋違之事
大開で真矩に開くことができない場合，小開と
して筋違を用いる．
（5）同筋違重之事
大開・小開ともに筋違を用いる場合．

（6）中不中筋違極之事
筋違により左右に開いて測定し，求めた測定値
が正しいかどうか調べる．
（7）山谷之術働之事
向山前山の差を知ること，谷底の幅や形を知る
こと，山上や谷底の木の高さを知ること，谷の深
い所の距離を知ること，これらは別の所でも使え
るものである．向山前山之術は城の図面を求めた
り，堀の向こうの石垣の高さを知ったり，手前か
ら水際までの高さを知ったりする時に用いる．

谷底幅形之術は堀幅や水面を求めるとき用いる．
山上之木術は石垣の土手から堀櫓の高さを求め
たり，堂塔の二重目や三重目の長さを知って九輪
の長さを知ることに用いる．
谷深之術は橋を架けるとき等に有効である．

（8）前面之術知一開事
向かい側の2点の幅（距離）をより簡便に求め
る方法．
（9）知山之厚事
厚さとは地幅のことで，富士山の根元で切った
切り口を求めるような方法．廻り検地と同様にす
る．規矩元器または見盤を用いる．
（10）山之用表裏事
山の急な方を裏に，なだらかな方を表にする．
南北で分けることもある．
（11）山之形并ナダレ之事
山の形の表現の仕方．

（12）規矩元器之働并忍之磁石之事
方角を求めるには規矩元器を用いる．
忍之磁石は小丸とともに用いる．

（13）不拘器物事
見盤の代わりには丸盆や異形の器でも可能．
定木の代わりには糸でもよい．

（14）中居之図之事
城等の中から間棹と規矩元器を用いて，間数と
方角を測定し，形（平面図）を求める．
堂塔や屋宅が建て込んで見通しがきかない場合
は，「仮間」に開いて形（平面図）を求める．
（15）大丸番付之事
磁石の精度を求めるには，図のようにして番付
をつける．
（16）図写屈伸之事
図の縮小や拡大を行う方法．七箇の秘伝があり
印可とする．
（17）野分間付小板之事
部分毎に小板に作図し，継ぎ足していく方法．

（18）算理模根発事
直角三角形で，釣 3寸，股 4寸のとき，弦は根
発で測ればよい．算法では理で答を出すが，規矩
では形で答を出す．これには根発の働きが第一で
ある．

帰乗
・5千人を7手に分けるときの人数を求めるには，
根発を開いて千単位として5千を作る．根発を
開き，空眼（目分量）で7で割った開きにする．

8 鈴木一義・田辺義一



5千の長さと7手の長さを比較して値を求める．
・数万人でも根発1本で計算できるが，印可とする．
・その他，金銀米銭，相場等も根発を用いて知る
ことができる．

高倍問
分間（比例）を用いて勾配を考える．

歩誥（歩詰）
・長方形（縦横之歩詰）は，1間四方を 1歩とし
て，根発で1間単位の図を書き，数えればよい．

・尾首形之歩詰は，長方形にして半分にすればよ
い．
・角形之知歩積
正多角形の場合，その中心を頂点としてその角
数の二等辺三角形に分ける．一つ一つの二等辺
三角形の面積を求めて，その角数倍すればよい．
・これらの術は，堀，土手，石垣，兵糧穴蔵，野
陣小屋の割に使える．

錐方積
正四角錐，正三角錐，円錐の体積を求めるに
は，それぞれの方法で断面積（歩）を求め，これ
の1／3を横に，高さを縦にして掛け合わせれば，
坪数（体積）を得る．

径矢弦術
円の直径，弦，矢の 2つを知って，残りの 1つ
を求める方法．いずれも根発を用いて作図し，求
める長さを測る．

この後，以下の文章が続く．

夫算者有用数道規矩者有用方円全莫與算術論蓋従
算法而難察規矩術従規矩法而得算理易貴規矩以所
者是也右模算術貴人或曽無算之人本数理且為令根
發働也克得其理則根發以一本立雖量大軍不可有大
差凡知長短広狭則歩積知之得歩積人数自叶意之理
也故兵家為数用記之者也亦曰阿蘭陀人根発以一本
算術倶明之云然者予模之相叶舊理者矣猶想後弟耳
以上

これは，算は数道を用いる，規矩は方円を用いる，
規矩術は算法にては察し難い，といった内容であ
る．そして，

規矩法一術者乾坤之際莫不知物之長短広狭遠近高
下方円曲節以悉其用理則諸道通達之其採事用則万
芸合之右件々所録雖非舊法本立而道生則奚可謂自
流矣併箇條一通之外妄不傳之然貴殿厚志于他異而
箇條練熟之上別傳令傳授之間乃別巻揮筆之而授畢
蓋於此書者永不可有他見者也仍一軸如件

傳来

起漢土―為阿蘭陀流―樋口権右衛門尉―金
澤刑部左衛門尉―金澤清左衛門尉―金澤勘右
衛門尉―（清水太右衛門）―（若尾八之助）

とある．樋口権右衛門尉，金澤刑部左衛門尉，金
澤清左衛門尉，金澤勘右衛門尉についてその略歴
などが書かれている．添書は以下の通りである．

起漢土（何之従御宇始元祖年暦時代未分明）
為阿蘭陀流（何之従代為流術年暦時代未分明）
樋口権右衛門尉（和流之祖）（肥 長崎之住与力
之由天門易道其外博學之由此一術ヲ爲懇望七ヶ年
而従阿蘭陀人令傳授云云師名并年暦未詳蓋考時代
爲和流四十有余暦也
或説曰阿蘭陀人カスハルト云者傳之即以和語爲ヶ
条工器物日本爲一流云云権右衛門弟子数人之内透
者及三人時此術之名誉達上聞妄不可拡之旨依上命
即止傳授故此術未世上満云云）
金澤刑部左衛門尉（肥 嶋原之住高力左近太輔家
僕也左近滅亡後為浪牢病卒年暦未文明）
金澤清左衛門尉（同國之住刑部左衛門長子也左近
滅後松平駿河守為家僕貞享元年春於江府病卒其子
為若年傳絶）
金澤勘右衛門尉（同國之住高力摂津守家僕也滅亡
以後為浪牢於所々徘徊延宝年中津軽越中守家僕元
禄四年辛未年九月十九日依急病卒于時五十四歳也
其子雖有両人幼稚而一術傳絶）

そして最後の部分は，

［清水太右衛門］
元禄六龍集癸酉

初秋吉辰　　　藤原貞徳（花押・落款）
［若尾八之助殿］

となっている．［清水太右衛門］と［若尾八之助
殿］は墨で塗りつぶされている部分であるが，判
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読できる．

前述したように，この「元禄六年印可巻」の筆
跡，花押は「元禄四年印可巻」と同じである．清
水太右衛門貞徳の自筆である．
この「元禄六年印可巻」の内容は，清水以後

「別伝」，「別伝自発之巻」，「別伝図解」といった
名前で呼ばれているものである．「元禄四年印可
巻」が具体的な測量法を示すことに主眼がおかれ
ているのに対して，より高級な測量法と個々の測
量法の前提として知っておくべき数学的根拠を示
す箇条が多い．例えば「根発之働付分度角形之
事」では，三角形から九角形までの形の特徴を書
く．「算理模根発之事」では，鈎股弦を示す．「皈
乗」では，軍勢等の人数の把握や金銀米銭の割合
等の比例計算に根発を用いることを示す．「歩詰」
は面積の求め方であり，「錐方積」は錐の体積の
求め方である．「径矢弦術」は円の弦の長さの求
め方を示す．なお「板切事」は，後には「 盤之
事」10)や「 盤之働」21)といった名前に変わる．
以上から，「元禄六年印可巻」は「元禄四年印可
巻」と相補的関係にある．「元禄四年印可巻」を
伝授された人に，更に高級コースの印可として授
受されたものではないかと考えられる．
伝授先である［若尾八之助］なる人物について
は全く不明である．
最後の「伝来」の部分は有名であるが，時期か
ら考えて，この印可巻が最も古く，初出と考えら
れる．この「伝来」部分は内容を変えながら以後
連綿として伝えられていくが，清水太右衛門貞徳
が書いたものから出発していることが分かる．現
在の時点からその内容を見直してみると，疑問の
点が多い．例えば，以下の点が不明である．
①「漢土」から伝来した内容は古代より知られた
九章算術や海島算経等と考えられるが，「阿蘭陀
流」というのはどの技術を指しているのか不明で
ある22)．
②「樋口権右衛門」は「小林義信謙貞」と見なさ
れている 2)．
③「カスハル」については全く特定ができな
い 2)．本印可巻でも「或説曰」という書き方であ
り，清水が伝聞を記載したもので，説の紹介程度
と考えられる．
④「金澤清左衛門」と「金澤勘右衛門」は兄弟と
言われているが 21)，この伝来に直接の記述がある
わけではない．資料（21）に記述されているのが最

古である．また「勘右衛門の兄」という記述は弘
前藩日記にあるが，兄の名前は書かれていない 4)．
⑤金澤清左衛門の没年に関しては，「貞享元年春」
とあるが，元禄元年に存命していたという指摘が
なされている4)．
⑥金澤勘右衛門の没日時が微妙に異なる．本印可
巻では金澤勘右衛門の死亡は元禄四年九月十九日
急病により卒と書かれている．しかし死亡は元禄
四年閏八月九日であり，急病とは言えないという
指摘がある4)．また金澤勘右衛門には子供が二人
いたと書かれている．因みに，弘前藩日記には喜
太郎（十五歳）が相続したが，元禄十一年に行方
不明になったとある 5)．
このように本印可状の「伝来」に関する内容は
疑問点が多く，清水が伝聞を書きとめた程度のも
のである可能性が高い．従ってこの「伝来」をも
とに以後伝えられた人間関係は別途検証が必要で
あることに留意するべきである．

5. 清水太右衛門貞徳が書き残した清水流測量術

第 3章及び第 4章で紹介した最近発見の「元禄
四年印可巻」及び「元禄六年印可巻」と，今まで
に明らかになっている文書資料を比較検討するこ
とにより，清水太右衛門貞徳が直接弟子達にどの
ようにその測量術を伝授していったかがわかる．
表1は，清水太右衛門貞徳の名前が最後に書かれ
ている印可巻や写本を，その記載されている年代
順に並べたものである．この中で，「元禄四年印
可巻」及び「元禄六年印可巻」は前述のものであ
る．「清水直伝印可巻」23)は元禄七年に書かれたも
のの天保二年の写本であるが，親写した内藤多兵
衛久賢の説明文がついている．（日本学士院和算
資料目録　請求番号6264はさらにそれを遠藤利貞
が写したもの．）内容は数理の解説，根発術の説
明といったものが中心である．元禄十二年の「清
水貞徳規矩元法図解原本伝書」8)は，「元禄四年印
可巻」とほぼ同じ箇條である．（欠損部分が大き
いためと考えられるが，「直之縄張」の項目名と
説明文が，「陰之目的」の項目名と説明文の一部
が落ちている．）箇條はほぼ同じであるが，その
説明文はかなり変更されている．内容は「元禄四
年印可巻」が例をあげて比較的分かりやすく説明
しているのに比し，この元禄十二年の「清水貞徳
規矩元法図解原本伝書」は説明が冗長で堅い印象
になっている．特に，はじめの「空眼」，「分数」，
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「度量」そして「見込」の部分の説明が堅い表現
になっている．しかし清水の弟子達に伝えられた
測量術は，この元禄十二年の「清水貞徳規矩元法
図解原本伝書」を下敷きにしたものが多く，「元
禄四年印可巻」を伝えたものは見あたらない．こ
れは清水が生前中に印可状の文章を変えていった
ためと考えられる．
なお，この元禄十二年の「清水貞徳規矩元法図
解原本伝書」は，清水太右衛門貞徳が養子尚重に
与えたものではないかと推定している．理由は以
下の通りである．（1）前後進退の項目の説明文の
最後に，「假物ヲ用」と中途半端な文字列があり，
文章が止まっている．この部分は乱丁ではなく，
書いた人の錯誤（意図）によるものである．印可
として他人に与えるにはあまりに不注意と考えら
れる．（2）箇條一通之終のあとに奥書があるが，
この文章の終わりに近い部分に「呈于儿右尚重乞
雖為一術成就之後於此一封也深察僕之労精而勿堕
他之手矣」とあり，「尚重」は人名と考えられる．
（3）宝暦九年（1759年）の「規矩元法別伝目録
秘八目録図解」21)には「傳来の棟統」があり，清
水太右衛門貞徳（後号元帰，当流中興開基）の説
明がある．その最後に「享保二年丁酉六月廿六日
病卒于時七十歳法名号來應元歸長子清水太右衛門
養子也右事丹州」とある．この清水太右衛門貞徳
には養子があり，その名前は清水太右衛門と名
乗ったと書かれている．これが尚重であると思わ
れる．
表1の「図法三部集原本」9)は元禄十三年（1700

年）の記述，清水の花押がある．花押は元禄四年
と元禄六年の印可巻のものと一致しており，清水
直筆と考えられる．一方この内容は別に知られた
「図法三部集」25)（京都大学附属図書館　6-41／
ス／ 14，1816076，この大正六年の写本が日本学
士院和算資料目録　請求番号6387である．）の内
容が殆どそのままで取り入れられており，最後か
ら 3頁前に，「貞享三丙寅歳初冬日　清書之」と
いう文言がある．「清書之」は「清水太右衛門貞
徳が書いた」と解釈され，これから，「図法三部
集」25)は図法三部集の古い形であり，両方とも清
水太右衛門貞徳の著述であることが分かる．但し
「図法三部集」25)には清水太右衛門貞徳の署名が
ないので，表 1には署名のある「図法三部集原
本」9)を取り上げている．貞享三・四年の津軽領内
絵図作製の経験について，「図法三部集」25)には，
最後尾に「右一巻者貞享丙寅日因君命東北之微端

一圓之為圖于時三十八歳而以勤苦之徴功正厥損益
為愚孫之集之不可他見耳矣　貞享三丙寅歳初冬
日」と書かれているだけであるが，元禄十三年の
「図法三部集原本」9)には，各項目中に詳細に書き
込まれている．（例えば，業之部，何分之種并手
廻之事，少之高極即時事，極山中之境事，根発之
割付求実事などを参照．）なお，図法三部集の技
術的内容は殆ど変化無く，後代に伝えられている．
弟子によっては「国図要録」10)や「国図要法」26)

という名前にしているものもあるが，内容的には
大きな差はない．
寶永六年（1709年）の「規矩元法別傳」24)（京
都大学附属図書館　6-41／キ／29，1816074が古
く，それを大正六年に謄写したものが，日本学士
院和算資料目録　請求番号 6198である．）には，
元禄四年，六年，十二年の印可には見あたらない
項目が多々あり，口伝として伝えていたものを別
傳として書いたと考えられる．最後の方から6頁
前に「來應元皈清水豊吉」とあり，号を名乗って
いるはじめてのものである．一方最後尾から4–5

頁前に樋口権右衛門尉，金澤刑部左衛門尉，金澤
勘右衛門尉，金澤清左衛門尉，（武州處士俗名清
水太右衛門尉）來應元皈居士と名前が並んでい
る．金澤清左衛門と金澤勘右衛門の名前の位置が
逆であること，宝永六年には清水は存命中であり，
居士や俗名といった記述は不適切であること等，
記述の時期については更に検討を要する．写本時
に書き直した可能性が高い．
以上から，表1の資料群は全て清水太右衛門貞
徳の時代に書かれたもの，若しくはその写本と考
えられる．これから清水太右衛門貞徳の弟子達に
よって伝えられた清水流測量術の内容が，口伝と
はいえ，実際は彼の存命中にほぼ全貌が紙に記述
されていたことを示している．言い換えれば，清
水太右衛門貞徳の直弟子達やそれ以降に伝えられ
た規矩元法は，その内容としてはこの表1にほぼ
含まれている．より整頓された形で，例えば清水
太右衛門貞徳の直弟子の河原吉兵衛貞頼が享保十
三年頃に「規矩元法 仁義禮智信（印可条｛規矩
元法5冊｝）」を表しているが，内容的には大略こ
の表1に示されたものである10)．清水太右衛門貞
徳の書いたものは残っていないけれども，弟子の
書き残したものにより清水流測量術の全貌が分か
るという説明がなされてきているが 1)，表 1に示
すように，清水存命中にその全容はほぼ彼自身に
よって書き残されていたのである．

清水太右衛門貞徳自筆の元禄四年・元禄六年印可巻 11
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表1．清水太右衛門貞徳生前中に書かれた

著　書
元禄四年印可巻 元禄六年印可巻 清水直伝印可巻 清水貞徳規矩元法図解原本傳書

名　称

著者名 清水太右衛門貞徳 清水太右衛門貞徳 清水太右衛門貞徳 清水太右衛門貞徳

作　成 元禄四年（1691年） 元禄六年（1693年） 元禄七年（1694年） 元禄十二年（1699年）
時　期

測量術 32ヶ条 19ヶ条 31ヶ条
項目数

繪目録 七箇之秘伝 秘封九箇之大事 規矩元法図解目録

1項目 空眼之事 旧器（方円器・火尅・意順之矩・ 根発円術之事（円周，円 添板之事 空眼
チキリノ矩・矢倉） 責）算術定法　円積定法

2 分数之事 根発之働付分度角形之事 角写之矩 分数
3 度量之事 現差用捨之事 草結 度量

4 見込様之事 板切事 前後進退真術之事 船中之磁石　付　 見込
定香

5 平町之事 泥河真矩筋違之事 地取真術之事 真忍之磁石 平町
6 筋違左右進退之事 同筋違重之事 於狭地求遠里事 小手巻 筋違左右進退
7 前後進退之事 中不中筋違極之事 直之縄屈伸　付　 真之方円器 前後進退

角写折紙之事
8 不動而知遠事 山谷之術働之事 極真之図用見盤　付　 道作 不動而知間数

（向山前山之知差，谷底知幅形，図写之事
山上谷底木知高，谷深所指間）

9 隔泥河退事 前面之術知一開事 根発帰一本事 根発無種真草二品 隔沼河開
模平町理　模筋違理
模前面理　模望之間理
模高下理
（身体堅様）（鎖之事）

10 極中不中事 知山之厚事 （鎖寸尺用捨并忍之事） 極中不中
11 寸尺用捨之事 山之用表裏事 （求積事）（求実事） 寸尺用捨
12 算法用捨之事 山之形并ナダレ之事 算法用捨
13 三四五之矩之事 規矩元器之働并忍之磁石之事 三四五之矩
14 直極様之事 不拘器物事 極直業
15 知山之高事 中居之図之事 知山之高
16 知谷之深事 大丸番付之事 知谷之深
17 地形之知高下事 図写屈伸之事 知地形之高下
18 望之間指事 野分間付小板之事 指望之間
19 間竿打様之事 算理模根発事 坐而地取
20 坐而地取之事 皈乗 間棹打様
21 直之縄張様之事 高倍問 （直之縄張）（項目名・説明文ともに欠）
22 知前面之廣事 歩詰（縦横之歩詰，尾首形 （陰之目的）（項目名欠・説明

之歩詰，角形之知歩積） 文は一部ある）
23 磁石振様之事 錐方積 知前面之廣
24 以磁石見事 径矢弦術 夜之見様

25 陰之目的之事 傳來 磁石振様付規矩元器
26 夜見様之事 以磁石見付分度之傳
27 城之図仕様之事 城之図
28 国之図仕様之事 国之図
29 遠里積事 積遠里
30 北極之事 極天之高
31 船路積事 積船路
32 道具之事（根発・板定木・ 道具之品（根発・見盤・分度之矩・

規矩元器・分度之矩・小丸） 規矩元器・小丸金・櫓并台金）
33 船中之度数
34
35
36
37
38
39
40
41
42

備考

出典 個人蔵（文献（6）） 個人蔵（文献（7）） 日本学士院和算資料目録　請求番号6264 東北大学附属図書館林文庫2570

巻頭部に「（規矩元法）町見
一術古昔起漢土…」で始
まる文言，巻最終部分に
「右一軸者規矩元法町見一
術之秘書箇條傳授之趣也
…」で始まる文言あり．規
矩元器と分度之矩の初出．
花押は元禄六年印可と同
じ．町田弥太夫あて．

巻の頭部は失われている．箇條
の説明に続いて「夫算者有用数
道規矩者有用方圓…」の文言あ
り．その後「規矩法一術者乾坤
之際…」の文言がある．そして
「伝来」部分が続く．花押は元
禄四年印可と同じ．若尾八之助
あて．

最後尾に「清水太右衛門尉授之　元禄七龍甲
戌集十二月吉辰　貞徳（花押）」とある．その
後に，「右一巻者清水元規居士所傳之秘巻也今
悉親写以授之実斯道之至宝也　内藤多兵衛
久賢（花押） 天保二辛卯歳秋七月　内藤文
卿殿」と書かれている．遠藤利貞の写本．

欠損があり，項目「直之縄張」と
「陰之目的」がない．巻尾部に「右
所揮毛君之図書者規矩元法秘中之要
…」で始まる文言あり．最後尾に
「清水太右衛門尉　元禄十二龍集巳
卯　仲冬良日　貞徳（花押）」とあ
るが，花押部分に修復の跡あり．
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清水流測量術の技術内容　

図法三部集原本 規矩元法別傳

清水太右衛門貞徳 來應元皈清水豊吉

元禄十三年（1700年） 宝永六年（1709年）

22ヶ條 8ヶ條 7ヶ條 8ヶ條 5ヶ條

勘之部 用具之部（用器凡五十余品） 業之部 別傳 印可之部

印可之巻 帰根発一本七箇之用 応変之術 五箇極秘
（秘術） 堅体之法 付方尺之傳

程量之事 規矩元器付ツクワク 村触之事 現差用捨 圓知平町 模平町 開扇 天口量

時察之事 櫓　并　台金 人足割之事 凡例之格 左右平町 模筋違 投種 求山谷
真行草之事 小丸金　并　磁石 印立様　并　磁石用法 目的并眼精之格 山谷開一用 模望之間 極要 必中

之事
分間之事 根発 送棹之事 分基發法 中不中片極 模前面之廣 先 見盤大成

附印配
人数之事 鎖 繋竿開竿之事（二本竿） 盤術 指高何分 寸尺之用 跡 繋棹
行程之事 分度之矩 仮目的用法之事 根發之働 見盤遠里 己尺之用 様脚 開棹
案内者　并　 虎放器 見込見返之事 分度角形 進退而知高 模高下 様程 送棹
尋問之事
知順逆損益事 小板 空附程附之事 規矩元器之働 進退前面 白浪 相図旙

附櫓用法
紙積之事 大板 何分之開　并　手廻之事 泥河真矩筋違 眞泥河

紙制之事 見盤　并　定木 印気附事 同術筋違重
密銘之事 看盤 於坂印用様之事 中不中筋違極

径尺 相図之事 知両山之差
楊撥 遠的　并　高下之事 知山上及谷底木之高
糸 少之高下極即時事 間棹之働

柄針 小竿　并　小曲之事 指直之方尓
小粘板 放繋引合之事 坐而地取
紙 入脇道事 夜之見様
矢立 野帳　并　弧径之事 知前面之一開
間縄 用捨之事 中居之図
絵具入 野分間　并　中居之事 図写屈伸
刷毛 風景粧之事 不拘器物之理
絵刷毛絵筆 糺水流事 忍磁石付用法
絵具 国中之量高下事
鉄槌，生麩（のり），羽箒，紙切， 用山之表裏事
小刀，砥，蝋燭，鋸，曲尺，
細引，渋紙，釘

山之形模様之事
杖石 知山之厚　并　山責之事
印棹 山禮　并　画法之事
印旗 極山中之境事
図櫃 小手巻之事

製覧趾之事
虎放器之事
糺方実否事
絵図書始様付分間不相之事
借地幅事
根発之割　付　求実事
紙面見合之事
図写延縮之事
於紙面極國之周廻道規事

色分之事
番附之事
紙丸之事
仕上目録之事

東北大学附属図書館林文庫2620 京都大学附属図書館　6－41／キ／29，1816074（日本学士院和算資料　
目録　請求番号6198 は，これの大正六年の写本である．）

本文最終部分に「貞享三丙寅歳初冬日　清書之」，最後尾に「元禄十三龍集庚
辰　清水太右衛門尉　貞徳（花押）」の記述がある．花押は元禄四年及び六年
印可巻と同じである．

最後に近い部分に「來應元皈清水豊吉」の名前がある．そして最後尾に
「寶永六己丑年霜月良辰」とある．しかしその前の金澤勘右衛門尉と金澤
清左衛門尉の位置が逆であることや，「武州處士俗名清水太右衛門尉　來
應元皈居士」とあるが，寶永六年にはまだ清水太右衛門は存命中である
こと，等の問題点がある．



「図法三部集」25)の作成時期から考えて，清水太
右衛門貞徳の國絵図作製技術或いは測量術は，津
軽領内での國絵図作製の経験が大いに役立ってい
ると考えられる．

6. おわりに

清水流測量術に関して，最も古いと思われる清
水太右衛門貞徳直筆の「元禄四年印可巻」及び
「元禄六年印可巻」が発見された．この内容を吟
味すると，元禄以降の清水流測量術の技術的内容
（測量方法，その根拠となる数学的内容，道具と
しての規矩元器や分度之矩）は，清水太右衛門貞
徳が既に固めていたことが分かる．またその内容
はほぼそのままの形で後代に受け継がれていった．
清水流測量術伝来の部分（樋口権右衛門→金
澤刑部左衛門 → 金澤清左衛門 → 金澤勘右衛
門→清水太右衛門）は，元禄六年印可巻で初め
て現れる．その内容は後世に伝えられたものとほ
ぼ同じである．清水太右衛門貞徳と同時代人であ
る金澤清左衛門や金澤勘右衛門に関する記述が正
確ではなく，伝来の記述内容に信頼は置けない．
清水太右衛門貞徳が伝聞程度のものを書いたと考
えられる．
表1に示したように，清水太右衛門貞徳存命中
に書かれたと考えられる文書を並べてみると，清
水は口伝として伝えていた内容を，印可という形
で，生前中から書き残していたことが分かる．言
い換えれば，清水流測量術の具体的技術内容・体
系は清水太右衛門貞徳生存中に形成されており，
以後弟子達によりほぼそのままの形で伝えられて
いった．なお，清水流測量術の構築には，清水太
右衛門貞徳の津軽領内での國絵図作製の経験が大
いに役立っていると考えられる．
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